
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                    

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒会が行う毎月の「ありがとう
の言葉」の掲示と放送は、みんな
に笑顔を運んでくれています。 

○生徒会が中心となったあいさつ
運動やいじめ防止の 
取組も行っています。 

本校では、他人との関係性、社会との関係性、自然環境との関係性を認識し、福祉体験、職場体験、

地域探究、保育体験の交流体験および進路学習からさまざまな課題の発見と解決に向けた主体的･協働

的な学びを通して実生活や社会で生かされる思考力･判断力・表現力を身につけることを目指していま

す。子どもたちは学習を進めていく中で「考え」たり「感じ」たりしたことから課題を見つけ、班目

標、個人目標を設定し、実践につなげていきます。また、共に活動することで、思いや願いを共有し、

地域に貢献できる資質や能力を生徒に育むことを目指しています。 

○平成 27～29 年度の 3 年間、大牟田 

市の「早寝・早起き・朝ごはん」推進モ 

デル校として、生徒の心身の健康増進を 

目指して、年間を通した取組を行いました。 

○健康委員会による「健康集会」、家庭科や道徳の時間、

学級活動の時間における「早寝・早起き・朝ごはん」

の意義と実践のための学習、PTAと連携した夏休み

の「朝ごはん料理教室」や「ＰＴＡ元気・笑顔のも

とレシピコンクール」、「早寝・早起き・朝ごはん」

強化週間の取組などにより、規則正しい生活への意

識や朝ごはん摂取率の向上がみられました。 

○令和２年度もこれまでの取組を生かして、基本的な

生活習慣の確立を目指します。 

生徒会による「ありがとうの言葉」 
「あいさつ運動」「いじめ防止」の取組 

○家庭学習習慣の確立と学
力定着のために、毎日の
家庭学習に歴木中オリジ
ナルの「どんぐりノート」
を活用しています。 

○毎日の一言は担任の先生
との良いコミュニケーシ
ョンにもなっています。 

人と地域とつながる ～ユネスコスクール・ESDの取組～ 
【第１学年：福祉と生き方】【第２学年：職場体験と地域探究】【第３学年：保育体験と進路】 

特 色 あ る 教 育 活 動 

どんぐりノートの活用による 
家庭学習習慣の確立と学力定着の取組 

「早寝・早起き・朝ごはん」の取組の推進 


